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第 4 章「未知パラメータを含む離散時間逐次資源配分」では、第 3 章の基本モデルの拡張版として、目標物の出現
確率を正確には知らない場合と計画期間の長さが未知な場合を考察し、総期待報酬を最大にする最適政策の構造を明
らかにしている。
第 5 章「連続時間逐次資源配分」では、並列冗長システムの逐次部品取替え問題を考察し、特に、 2 ーユニット系
の場合に総期待費用を最小にする最適な部品配分政策の性質を明らかにしている。
第 6 章「譲渡可能効用ゲームにおける配分とその一貫性」では、まず、仁とト値の差異を一対交渉一貫性におけ





























(4) 繰返し囚人のジレンマゲームにおいて、協調行動を説明する新たな戦略、 K-有界 Getting-even を導入し、割引
率が十分 1 に近い時、この戦略を 2 人のプレイヤーが利用することは部分ゲーム完全ナッシュ均衡であることを
証明している。次に、プレイヤーの合理性に関して従来とは異なる仮定の下で、 1 期間囚人のジレンマゲームに
おいても協調行動を正当化し得ることを示し、最後に、有限 2 人戦略形ゲームにおいてナッシュ均衡よりも緩い
安定性を導入している。これらの結果は社会的ジレンマを回避する新たな知見を与えているo
以上、本論文は逐次資源配分問題に対し、最適政策の構造を数理的に明らかにした。また、複数参加者間の資源配
分問題では、公平性の表現である種々の解を比較可能にする新しい解釈を与えている。さらに囚人のジレンマゲーム
を利用して協調行動を正当化する方法を明らかにしている。これらは有限資源の配分という社会的状況における意思
決定に有効な指針を与えているo 以上のように、応用物理学、特に数理情報工学に寄与するところが大き L、。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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